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ubixs(ユビキス）　V8　メニューサンプル



システム設定／基本／社員設定 ① -1

システム設定　➔　社員設定

システム設定／基本／部門設定 ① -2

システム設定　➔　部門設定

社員はいずれかの部門に所属します

社員を識別する情報
・手のひら静脈
・ICカード（felica mifare)



システム設定／基本／役職設定 ① -3

システム設定　➔　役職設定

システム設定／基本／管理者設定 ① -4

システム設定　➔　管理者設定

管理者には部門ごとに権限を付与します
これが管理者の守備範囲になります



システム設定／基本／端末設定 ① -5

システム設定　➔　端末設定

システム設定／基本／管理設定 ① -6

システム設定　➔　管理設定

端末（認証端末）に部門ごとに権限を付与します
端末の守備範囲を示し、指定部門に所属する社員
を認証します



システム設定／勤怠／社員設定 ② -1

システム設定　➔　社員設定

システム設定／勤怠／勤務区分 ② -2

システム設定　➔　勤務区分

勤怠管理上の締日 末日は99

勤務区分（＝シフト）設定
詳細は別資料を参照して下さい



システム設定／勤怠／会社カレンダー ② -3

システム設定　➔　会社カレンダー・休日設定

システム設定／勤怠／部門カレンダー ② -4

システム設定　➔　部門カレンダー・休日設定

部門ごとに休日が変わる場合に必要



システム設定／勤怠／事由設定 ② -5

システム設定　➔　事由設定

事由サンプル



システム設定／有給／社員設定 ③  -1

システム設定　➔　社員設定

システム設定／有給／有給区分設定 ③  -2

システム設定　➔　有給区分設定

・基準日付
・有給区分

基準日付から起算し、有給付与します



システム設定／有給／事由設定 ③  -3

システム設定　➔　事由設定

事由サンプル

有給消化の日数（1日、0.5日）、
消化時間（1H〜8H）を定義します



勤怠／シフト設定／社員シフト表作成１（１年・１社員） ④ -1

シフト表作成１（１年・１社員）

勤怠／シフト設定／社員シフト表作成２（１カ月・全社員） ④ -2

社員シフト表作成２（１カ月・全社員）

勤務一括設定
年間を通してほぼ同じシフトなら
一括設定が便利です

▪勤務設定モード
シフトを選択し、社員ごとのマトリックスをクリックし
シフトを決定します

▪休日設定モード
休日か勤務日を選択し、社員ごとのマトリックスを
クリックして、休日を決定します



勤怠／勤務実績管理／勤怠データ修正１（１カ月・１社員） ⑤ -1

勤怠データ修正１（１か月・１社員）

勤怠／勤務実績管理／勤怠データ修正２（指定日・全社員） ⑤ -2

勤怠データ修正２（指定日・全社員）

ｃｃ

▪上段
PCが取得した打刻時間で修正不可

▪下段
基本は上段の時刻=下段の時刻
管理者権限で修正可能

ｃｃ

勤務に関連する基本情報（修正可能）
▪種別（勤務日 or 休日）
▪勤務区分（＝シフト）
▪事由（有給取得もしくは[出張]等の事象

ｃｃ

▪上段
PCが取得した打刻時間で修正不可

▪下段
基本は上段の時刻=下段の時刻
管理者権限で修正可能

ｃｃ 勤務に関連する基本情報（修正可能）
▪種別（勤務日 or 休日）
▪勤務区分（＝シフト）
▪事由（有給取得もしくは[出張]等の事象



⑤ -3

勤怠／勤務実績エクスポート／勤怠データエクスポート１（１カ月・１社員）

勤怠データエクスポート１（１カ月・１社員）

１カ月分の勤務実績をエクセルファイルに出力
☆勤怠データ修正1で閲覧できる内容と同一



⑤ -4

勤怠／勤務実績エクスポート／勤怠データエクスポート２（１カ月・全社員）

勤怠データエクスポート２（１カ月・全社員）

１カ月の勤務実績・集計値をcsv形式で出力
給与ソフトへのデータ連携用

☆出力項目、並び順は
システム設定 ➡ 管理設定 ➡ CSVフォーマットで設定可能



勤怠／勤務状況／勤務状況チェック ⑥ -1

勤務状況チェック

勤怠／勤務状況／勤務状況チェック ⑥ -2

勤務状況チェック（未確定サンプル）

ｃｃ

勤務状況チェック
▪未確定
・打刻漏れ（出勤日だが打刻が無い、[出勤⇔退勤]もしくは[外出⇔戻り]のペアになるはずが片方が漏れている）
・遅刻もしくは早退で、管理者の届出がない

▪出勤状況
打刻がある もしくは 事由（ex 出張）に登録あるものを対象として出力



勤怠／勤務状況／勤務状況チェック ⑥ -3

勤務状況チェック（出勤状況サンプル）



勤怠／出勤簿／出勤簿（１年・１社員） ⑦ -1

出勤簿　➔　出勤簿（１年・１社員）



勤怠／出勤簿／出勤簿（１カ月・全社員） ⑦ -2

出勤簿　➔　出勤簿（１カ月・全社員）



勤怠／出勤簿／出勤簿（１年・全社員） ⑦ -3

出勤簿　➔　出勤簿（１年・全社員）

▪Max 1年間の勤務実績集計

上記サンプルでは詳細を省いております

上記例は締日=20の社員で集計範囲は2018/1/21〜2019/1/220でのサンプル

・遅刻・早退は、上段は回数、下段は遅刻・早退の累計時間

例えば上段＝5、下段＝0:54の場合、

1年間に5回遅刻し、累計0:54の遅刻累計時間になっている



勤怠／出勤簿／休日出勤管理簿 ⑦ -4

休日出勤管理簿　

▪休日出勤の条件

種別＝所定休日 or 法定休日 ＆ 実働時間≠null

☆要するに休日に働いた

▪振替休日の条件

種別＝勤務日 ＆ 事由＝10（振替休日）＆ 実働時間=null

☆勤務日に休んだ。事由=10は必須



有給／有給消化／勤怠データ修正１（１カ月・１社員） ⑧ -1

勤怠データ修正１（１か月・１社員）

有給／有給消化／勤怠データ修正２（指定日・全社員） ⑧ -2

勤怠データ修正２（指定日・全社員）

ｃｃ

勤務に関連する基本情報（修正可能）
▪事由
有給区分コード≠０の事由を設定した場合 有給消化となる

ｃｃ

勤務に関連する基本情報（修正可能）
▪事由
有給区分コード≠０の事由を設定した場合 有給消化となる



有給／有給消化／社員シフト表作成３ ⑧ -3

社員シフト表作成３

▪事由の一括設定
事由を選択し（ex 有給休暇）
社員×日付のマトリックスをクリックすれば
事由が設定できます



有給／有給付与／有給付与 ⑨ -1

有給管理　➔　有給付与

有給／有給付与／有給更新 ⑨ -2

有給管理　➔　有給更新

ｃｃ

マニュアルによる有給残の調整を目的とする
有給管理の開始時に使います ☆伝票方式☆
▪処理区分（新規／修正／削除）
▪社員選択
社員・基準日付により日付は自動的に変わります

ｃｃ

1. システム設定➔社員設定➔基準日付
2. システム設定➔有給区分設定、
3. 有給更新の今回更新日付
上記の条件が合致した場合、当該社員に有給付与します

ｃｃ

有給残の調整を目的とするので
有給残を＋（プラス）する場合、有給付与日数を設定
有給残を−（マイナス）する場合、有給消化日数を設定



有給／管理帳票／有給付与モニターリスト ⑩ -1

有給管理　➔　有給付与モニターリスト

⑩ -2

有給／管理帳票／個人別有給履歴

有給管理　➔　個人別有給履歴　

ｃｃ

いつ（YYYY/MM/DD) 何日の有給付与したかの帳票

ｃｃ

有給履歴帳票で3部で構成されています
① 有給管理➔有給付与で設定した有給残の調整データ

有給付与の＋（プラス）と有給消化の−（マイナス）があり得ます
② 有給管理➔有給更新で自動的に有給付与した履歴データ
③ 有給消化の履歴データ

ｃｃ ｃｃ ｃｃ

① ② ③



有給／管理帳票／有給消化一覧 ⑩ -3

有給管理　➔　有給消化一覧

有給／管理帳票／有給付与一覧 ⑩ -4

有給管理　➔　有給付与一覧

有給消化の履歴データ

ｃｃ

ｃｃ

有給付与の履歴データ



有給／管理帳票／有給状況一覧 ⑩ -5

有給管理　➔　有給状況一覧　

有給／管理帳票／特記事項 ⑩ -6

有給管理　

ｃｃ

現時点の有給残と次回の有給付与データ
☆社員の基準日付がほぼ同一の環境では有益です

ｃｃ

有給管理メニューで☆印の帳票は有給更新時の帳票になります
☆印メニュー：社員の基準日付がほぼ同一の環境では有益です
他 ：出力時（＝現時点）での帳票になります


